
令和４年度 議会報告会 ～ 議会活動報告 ～

３月議会で決議した市議会の自主解散及びそれに伴う市長選挙との同日選挙の実施など、
昨年後半からこれまでの約１年間の議会活動について報告します。

市議会の⾃主解散＆市⻑選との同⽇選挙の実施

令和４年３月１０日、市長選挙と市議会議員
選挙の同日実施に向け、議会による自主解散決
議が全会一致で可決となりました。
これまで、同じ年に市長選（４月）と市議選

（８月）を行っていたことから、市民の皆様か
らは、短期間に２度選挙に行くことの手間や、
８月の猛暑の中で選挙に行くことの難しさを訴
えるお声がありましたが、今回の自主解散によ
り、市長選と市議選が同日に実施されることが
決定しました。

解散当日の本会議の様子は名張市議会Youtubeよりチェック☞
（解散決議の様子は １：５０：００ から始まります）

北川市⻑と福⽥議⻑との対談を
議会だより（No.105）よりチェック☞
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令和４年４月１７日、市長選と
市議選が同日に行われ、市議会で
は新人議員２名を含む１８名が当
選。議長に福田博行、副議長に荊
原広樹が就任し、市長選で初当選
された北川新市長とともに名張市
政の新体制がスタートしました。

今回の選挙では、左のグラフの
とおり、過去２回の選挙と比べて
市長選・市議選ともに投票率を向
上させることができました。
また、自主解散及び同日選挙の

財政的な効果として、選挙費用で
約１,４００万円、議員報酬等で
約１,８００万円の減となりました。



委員会等の活動について

◎防災・減災に関する要望書を市⻑に提出

◎市立病院経営改革特別委員会を設置

総務企画委員会が調査・協議を行い、取りまとめた「防災・減災に関する要望書」を令和３年
８月３０日、市長に提出しました。
地震に対する事前準備が自治体にとっても住民にとっても喫緊の課題となっていることから、

市民への啓蒙 ・啓発の強化、市民が行っている事前準備の現状調査、情報提供の充実の３項目に
ついて要望しました。

令和３年１２月６日、市が提出した議案「名張市立病院在り方検討委員会設置条例の制定につ
いて」が賛成多数で可決された後、議会内に「市立病院経営改革特別委員会」を設置することが
議長発議され、賛成多数により設置が決まりました。また、令和４年２月１４日に委員会より、
今後の調査の方向性等について議長に報告がありました。

いずる議会
名張市議会では、報告会や懇談等を通して、議員が市民の皆さんのもとへ足を運び、様々なお

声をお聴きすることで、政策提言等に反映させていきます。
今年度、次のような懇談会等を実施しており、今後も積極的に皆さんからの意見聴取に努めて

いきます。

♦ 6/28 名張商工会議所青年部との意見交換会（産業建設委員会）

♦ 7/14 名張市ＰＴＡ連合会との懇談会（教育民生委員会）

♦ 7/21 名張市消防団との懇談会（総務企画委員会）

♦ 8/10 名張市立病院を守りよくする会との懇談会
（市立病院経営改革特別委員会）

名張商工会議所青年部との意見交換会

名張市立病院を守りよくする会との懇談会

～ 今後の産業の発展や人口減少等について ～

～ 子どもたちの未来や安心・安全を守っていくために ～

～ 消防団の活動費と市の協力体制について ～

～ 市立病院をよりよいものとするために ～

◎市立病院の経営に関する提⾔書を市⻑に提出
全員協議会政策調査部会が調査・協議を行い、全員協議会での報告後、意見として取りまとめ

た、「市立病院の経営に関する提言書」を令和３年８月３０日、市長に提出しました。
市立病院が引き続き市民の命と健康を守り、市民が求める役割を果たせられるよう、医療提供

体制の確保、地域の医療機関との連携強化・拡充、産婦人科の開設、民間活力の積極的な導入の
４項目について提言しました。

◎通学路の安全対策に関する要望書を市⻑・教育⻑に提出
令和４年８月３１日、通学路の安全対策に関するこれまでの取組をさ

らに強化し、子どもたちが安全に安心して通学することができる環境整
備が図られるよう、「通学路の安全対策に関する要望書」を、福田議長
及び富田教育民生委員長より、市長並びに教育長へ提出しました。


